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参考資料１

構 想 段 階 に お け る

Ｐ Ｉ の 参 考 事 例

１．関係者とのコミュニケーションのあり方

① 関係者の適切な把握・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

② コミュニケーション手法のあり方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

③ 住民参画プロセス円滑化のための外部機関の役割と体制 ・・・・・４

④ 住民参画プロセスにおける合意形成のあり方・・・・・・・・・・・・・・・・ ６
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１．① 関係者の適切な把握

港湾事業における関係者の例（横須賀港）

広域にわたる不特定多数の人、ＮＰＯ等一般市民（ＮＰＯ等を含む）

横須賀市民、神奈川県民周辺住民等

関東地方整備局、関東運輸局、第三管区海
上保安本部

国

横須賀市、神奈川県地方公共団体

関東地方整備局、横須賀市事業主体
関係行政機

関

負 担 者（地権者等）

横須賀港運協会、横須賀港運輸港湾振興
会、横須賀水先区水先人会、神奈川県トラッ
ク協会、横須賀商工会議所、横須賀市東部
漁業協同組合等

受 益 者（施設利用者等）

横須賀市民（港湾付近）地元住民等
地域住民等

具体例小分類大分類

（注）
・本表はPIの過程で整理したものでなく、今回の研究会の議論のために事務局にて作

成したものである。

・受益者と負担者については、明確に分類できないため、あわせて記述した。
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公表資料

地域住民からご意見を聴く会

（出典）横浜市、国土交通省、首都高速道路公団：（仮称）横浜環状北西線 「概略計画」の案 より作成

１．② コミュニケーション手法のあり方

広報誌

オープンハウス

周辺自治会・町内会との会合

対象者・場所・タイミング等を考慮した多様なコミュニケーション手法の例
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１．③ 住民参画プロセス円滑化のための外部機関の役割と体制

役割毎に外部機関を分けて設置した例

（都市圏における河川事業）

（出典）鶴見川流域水委員会、京浜河川国道事務所ＨＰ

◆学識経験者

等

【専門性の確保のための組織】◆学識経験者

◆住民代表

◆企業団体

◆地方公共団体

等

【意見の集約・調整のための組織】
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１．③ 住民参画プロセス円滑化のための外部機関の役割と体制

１つの外部機関に２つの役割を持たせた例
（地方圏における道路事業の例）

（出典）山形河川国道事務所ＨＰ
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１．④ 住民参画プロセスにおける合意形成のあり方

第１回委員会で
スケジュールを確認

スケジュールどおりに進行

２／２５
提言書を提出

３月予定
（出典）ニュースレター、旭川・紋別自動車道 道づくり検討委員会

適切な時間管理を行っている例


